
再評価結果（平成１７年度事業継続箇所）
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担当課長名：白金 義弘

事業名 事業 街路 事業 沖縄県沖縄市

諸見里桃原線 区分 主体
もろみざととうばるせん

起終点 自：沖縄県沖縄市諸見里一丁目 延長 ０、４２km
お き な わ し

至：沖縄県沖縄市諸見里三丁目
おきなわしもろみざと

事業概要 諸見里桃原線は、国道３３０号と沖縄環状線を結ぶ市の補助幹線道路であり、市街地中心部

の交通流の分散を図り、国道３３０号及び周辺市道の混雑解消に寄与するものとして、また、地域内幹線

として沿線の活性化と歩道の確保による安全で快適な街づくりを図ることを目的に整備する延長1000mの

２車線道路である。

Ｈ７年度事業化 Ｓ３６年度都市計画決定 Ｈ７年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手

（Ｈ５年度変更）

全体事業費 約１５．９億円 事業進捗率 ９６％ 供用済延長 ０．３６km

計画交通量 ４，８００台／日

費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ２．７９ 4.1 / 25.4 億円 70.9 /70.9億円 平成１6年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 68/68 億円事 業 費： 4.1/25

億円 走行費用減少便益： 2/2 億円(残事業) １６．９２ 維持管理費：0.1/0.1

交通事故減少便益： 0.7/0.7 億円

事業の効果等

・都市の再生（中心市街地で行う事業である）

・個性ある地域の形成（特別立法に基づく事業である）

他５項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

諸見里桃原線の整備は、第３次沖縄市総合計画第１次基本計画に位置づけられ、市街地中心部の交通混

雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されている。また、地域の通勤・通学路として当該道路の早

期整備への期待は大きい。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

特になし

事業の進捗状況、残事業の内容等

一部権利者が建物切り取り補償に対し全面補償を望んでいるため用地補償交渉で難航し、また国道取付

工事の工法の協議等で事業完了までに長期間を要しているが、現在までに３６０mを部分共用している。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

平成16年度中には用地買収及び工事を完了させ、平成1８年度に全線供用予定である。

施設の構造や工法の変更等

特になし

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性、重要性は大きく、用地取得も98％の進捗であることから、現計画を推進する。

事業概要図



※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


